
様式2

まちづくり交付金　事後評価シート

岩槻駅西口地区

平成２０年１２月

埼玉県さいたま市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 11.6ha

交付期間 40.0%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

1,086百万円

岩槻駅西口地区

平成16年度～平成20年度 平成20年度事後評価実施時期

埼玉県 市町村名 さいたま市

交付対象事業費 国費率

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

地区名

事業名

①地域生活基盤施設（歩行者専用道路）

①事業活用調査（歩行者専用道路景観調査）

数　　値

平成16年度～平成20年度

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

岩槻駅西口土地区画整理事業の実施によ
り、適切な道路整備が進められた。

岩槻駅西口土地区画整理事業の推進によ
り、公共下水道（汚水）の整備が進捗したた
め。

平成21年4月

今後の対応方針等

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

西口土地区画整理連絡協議会により、土地区画整理事業に伴う
事業報告及び地権者との意見交換を実施。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

岩槻駅西口土地区画整理事業で整備された道路沿道や岩槻駅周辺の
街並み・景観のルールづくりが必要であることから、地域住民との協議の
場を設定し、地区のまちづくりを引き続き進める。

なし

新たに追加し
た事業

なし

①事業活用調査（道路環境検討）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

土地区画整理事業の進捗に遅れが生じ、交付期間内での整備が困
難となったため。

影響なし

影響なし

 ５）実施過程の評価

土地区画整理事業により、駅前の基盤が整備されたことなどにより、地区北側隣接地では民間マンション建設等による住宅供給が誘引された。

その他の
数値指標３

平成21年4月
岩槻駅西口土地区画整理事業により、人口
定着が進んだ。

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

5,553

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

定住人口 人 5,405 H16

指標1

指　標

指標２

指標４

指標３

H20

H20 25.1 ○％ 12.0 H16

22

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

防災活動困難地域の解消 ％ 9.9 H16

25住環境の改善

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

 １）事業の実施状況

土地区画整理事業の進捗に遅れが生じ、交付期間内での整備が困
難となったため。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、
実施した事業

事業名

当初計画
から
削除した
事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

影響なし

交付期間
の変更

①土地区画整理事業（都市再生）（岩槻駅西口土地区画整理事業）

フォローアップ
予定時期

駅前の道路環境を全体的に検討するため。

1年以内の
達成見込み

目標
達成度

○22.1 平成21年4月



様式２－２　地区の概要

単位：％ 9.9 H16年度 22.0 H20年度 22.1 H20年度

単位：％ 12.0 H16年度 25.0 H20年度 25.1 H20年度

単位： H H H

単位： H H H

単位： H H H

目標値 評価値

岩槻駅西口地区（埼玉県さいたま市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・交通結節点としての機能強化のために、西口駅前広場の整備を進める。
・駅前広場及び岩槻駅西口土地区画整理事業で整備された道路沿道における街並み・景観のルールづくりを地域住民とともに進める。

まちの課題の変化

・更なる土地区画整理事業の推進。
・城下町としての歴史、文化資源や人形のまちのイメージを生かした賑わいと活力の再生、創出に向けた対応が課題として残されており、街なみの景観ルールの検討など、地域住民と連携したまちづくりの推進を図る。
・交通結節点としての賑わいづくりのために、西口駅前広場整備を進める。

目標
都市基盤施設の整備改善を行い、合わせて土地の利用増進を図り、商業の活性化と潤いのある住環境の形成を図
る。

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

住環境の改善

防災活動困難地域の解消

岩槻駅西口地区（１１．６ ha）

■【基幹事業】
　土地区画整理事業

□【提案事業】
　事業活用調査
　道路環境検討

○【関連事業】
　　駐輪場整備事業

○【関連事業】
　　駐輪場整備事業

○【関連事業】
　　下水道整備事業
　　上水道整備事業
　　ガス整備事業

区画整理区域内に竣工したマンション

区画整理区域内の状況 岩槻駅東口の状況

区画整理区域内の状況



様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

岩槻駅西口地区

平成２２年３月

埼玉県さいたま市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

岩槻駅西口土地区画整理事業によ
り、人口定着が進んだ。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

5,915
岩槻駅前等でのマ
ンション建設によ
る。

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H２１年４月

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

その他の
数値指標１

定住人口 人 5,405

岩槻駅西口土地区画整理事業の推
進により、公共下水道（汚水）の整
備が進捗したため。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

25.1 25.1 H２１年４月○

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標２ 住環境の改善 ％ 12.0

総合所見

岩槻駅西口土地区画整理事業の実
施により、適切な道路整備が進めら
れた。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

○

事後評価

見込み・確定の別

5,553

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

22.0

計測時期

H２１年４月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
防災活動困難地域の
解消

％ 9.9

1年以内の
達成見込み

25

1年以内の
達成見込み

22.1

見込み・確定
の別

22 ○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

都市基盤整備が順調に進められてきたことから、今後は、地
域住民と連携し、城下町としての歴史、文化資源や人形のま
ちのイメージを生かして賑わいと活力を再生、創出に向けた
まちづくりを進める必要がある。

地域住民と連携し、城下町としての歴史、文化資源や人形の
まちのイメージを生かして賑わいと活力を再生、創出に向け
たまちづくりを進める必要がある。

観光ルートマップの作成

実施した具体的な内容

駅橋上化事業の推進が図られた。

今後の課題　その他特記事項

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

駅橋上化の検討

実施した結果

市の魅力のPRや再確認に役立てている。

具体的内容 実施時期



都市再生整備計画（精算報告）

岩槻
いわ つ き

駅
え き

西口
に し ぐ ち

地区

埼玉
さいたま

県　さいたま市
し



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 11.6 ha

平成 16 年度　～ 平成 27 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％
平成16年度 平成20年度

％
〃 〃

22

住環境の改善 公共下水道（汚水）の整備率
都市基盤施設を整備し快適な住環境の形成を図る。

12.0 25

防災活動困難地域の解消 街路総延長に対する整備済み延長の比
狭小道路の解消による、防災上安全な市街地の形成。

9.9

・市街地の道路網整備の遅れから、国道や駅周辺で渋滞が発生している。身近な生活道路も狭い場所が多く、緊急車両の活動や歩行者・自転車の安全な利用に支障をきたしている。
・岩槻駅周辺では城下町としての歴史・文化資源や人形のまちのイメージを生かして賑わいと活力を再生、創出していく必要がある。
・駅西口において、生活道路や公園などインフラ整備の不足、用途混在、密集住宅などが課題となっている

さいたま市総合振興計画（さいたま希望のまちプラン）
岩槻区の将来像「自然と歴史、文化を楽しむまち」の実現に向けて、①区民一人ひとりを尊重した、人にやさしく、ふれあいのあるまちづくり②健康で安心のまちづくり③自然・歴史・文化を生かした、活力あるまちづくり④生活環境の
整った、安全で暮らしやすいまちづくり⑤区民主役のまちづくりを目指す。
さいたま市都市計画マスタープラン（さいたま2005まちプラン）
土地利用の方針である「岩槻駅周辺では歴史文化資源や人形のまち」のイメージを活用し、都市景観やユニバーサルデザインに配慮しながら個性的で魅力ある商業業務地を形成する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 埼玉県 さいたま市
し

岩槻駅西口地区
いわつきえきにしぐちちく

計画期間 交付期間 20

都市基盤施設の整備改善を行い、合わせて土地の利用増進を図り、商業の活性化と潤いのある住環境の形成を図る。

・岩槻区は、江戸時代には日光御成街道の宿場町として、また人形のまちとして発展してきた。平成１７年４月にさいたま市と合併し、貴重な文化資源を活かしつつ新たなまちの歴史を刻むことが期待されている。
・本地区は岩槻駅の西側に隣接していながらも、駅西口の未開設や都市施設の未整備により駅前という立地を活かされないまま、商業の発展もなく活況のない地区となっている。本地区の北側に位置する国道122号の沿線は古くか
ら商業地として利用されてきたが、その他は道路が未整備な為に未利用地が散在する形で現在に至っている。
・地区内の道路は、開発行為による幅員４～６ｍの道路が一部あるが、大部分は幅員３ｍ未満の狭小道路となっている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・都市基盤施設の整備改善を行い、合わせて土地の利用増進を図り、商業の活性化と潤いのある住環境及びまちなみの形成を図る。 ・岩槻駅西口土地区画整理事業

・道路環境検討

・

・



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路

公園

下水道

河川

共同駐車場

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

都市再生交通拠点整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

都心共同住宅供給事業

街なみ環境整備事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

住宅地区改良事業等

土地区画整理事業 さいたま市 直 11.6ha 9 27 16 20 2,976 1,083 1,083 1,083

市街地再開発事業

防災街区整備事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

合計 2,976 1,083 1,083 0 1,083 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

0

0

0

さいたま市 直 － 19 19 19 19 3 3 3 3

－ 0

－ 0

－ 0

合計 3 3 3 0 3 …B

合計（A+B） 1,086

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
さいたま市 国土交通省 L=3,765m ○ H12 H20 201

さいたま市 厚生労働省 L=1,995m ○ H12 H20 121

東彩ガス 国土交通省 L=5,027m ○ H12 H20 101

さいたま市 国土交通省 3500台 ○ Ｈ19 H20 530

さいたま市 国土交通省 11.6ha ○ H 9 H20 7,274

合計 8,227

0.4交付対象事業費 1,086 交付限度額 434

土地区画整理事業 岩槻駅西口地区

ガス整備事業 岩槻駅西口地区

駐輪場整備事業 岩槻駅西口地区

全体事業費

下水道整備事業 岩槻駅西口地区

上水道整備事業 岩槻駅西口地区

所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

事業 事業箇所名 事業主体

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

道路環境検討 －

－

地域創造
支援事業

直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業 事業箇所名 事業主体
細項目

岩槻駅西口地区

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

国費率


